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　いまは情報過多といわれています。日常生活での危険を回避し、用心するために
は、何を信用して何に注意をしなくてはいけないのでしょうか。
　「警察官が痴漢行為」「医師が集団暴行」「子どもが挨拶したから誘拐した」など
のニュースを見ると、警察や医者は信用できない、挨拶はしない方がいい、などと思っ

てしまいがちです。しかし「よくあること」はニュースになりません。「滅多に起きないこと」だからこそニュース
になることを忘れてはいけません。
　また、「私たちの周りにはダニやばい菌がいっぱいです」というCMを見ると、全ての微生物や細菌が私たち
に害を及ぼすように感じてしまいがちです。
　SNSの世界ではたった一人の勘違い、思い込み、あるいは悪意で流された“デマ”があっという間に拡散さ
れます。「火のない所に煙は立たぬ」と言われますが、今や「火がなくても炎上する」ことがよくある、というこ
とを認識しなくてはなりません。
　「情報」を正しく判断するには、知識とともに客観性が大切です。偏ることなく「情報」を判断するためには、
まず客観性を阻害する無意識の「心の作用」を知ることが重要です。ここでは代表的な３つを紹介します。

　ニュースやCMは、これらの「心の作用」をうまく利用して、注目を集めたり、購買意欲を高めたりしています。
私たちは「心の作用」を生まれながらに持っていて、残念ながらこれをなくすことはでき
ません。しかし「心の作用」を知ることで、自分の持つ「思い込み」や「決め付け」にブレー
キをかけることができます。
　統計によると、現在は30年前に比べて犯罪も大幅に減り生活しやすい環境になってい
ます。それにも関わらずストレス社会と言われるのは、入ってくる情報を上手に取捨選択
出来ていないからなのかも知れません。
　多くの情報の中から、何が正しく本当に必要なのかを客観性を持って判断し、余計なス
トレスを感じることのないように、親子で情報過多の時代を乗り切りましょう。

29 年度  下期行事 30 年度  上期行事予定
5月20日(日)

■ 第25回 チャレンジフェスティバル（戸塚小学校）
20種類の競技にチャレンジ！出るか新記録！！

6月
■ 戸塚区青少年指導員新人研修（戸塚区役所）

新人対象の基礎研修
■ 戸塚区青少年指導員全体研修（戸塚区役所）
　青少年指導員を対象にスキルアップを図る研修

7月 
■ 青少年の健全育成を進める県民大会
■ 全市一斉統一行動パトロール

青少年指導員が繁華街、公園などを中心に巡回夜間パトロール
を実施

■ 社会環境実態調査（インターネットカフェ・まんが喫茶、古書店、
ゲームソフト取扱店などの店舗調査）
有害図書類区分陳列、18歳未満深夜入場制限規制表示、喫煙
飲酒状況等を確認し、青少年保護育成条例の遵守状況を調査、
報告

毎年恒例となったこのイベント！さまざまな種目でたくさんの子どもたちが大記録を目指し、チャレンジしています。今回は平成29年5月21日
に実施した各種目を紹介します。　※20番は次回から新たに実施予定です。

 次回実施予定 平成30年5月20日（日）
 9時～13時（受付は10時30分まで）
 場　　　　所 戸塚小学校校庭・体育館

第25回　チャレンジフェスティバル

『偏った情報に振り回されていませんか』

知覚の選択性
～多くの事柄から無意識に選んで認識～

　私たちは、日常生活の多くの事柄
から、自分の興味・関心・欲求によっ
て選んで認識しています。これを｢知
覚の選択性｣といいます。運動会で
多くの子どもたちの中から自分の子
はすぐに見付けられるのがこの現象
です。子どもの短所ばかりに目がいっ
て、叱り過ぎていませんか ?

良　形　視
～物事を都合が良いように解釈～

　自分にとって都合の良いように解釈し
たり感じたりする心の作用のことを｢良形
視｣といいます。自分が一度「好人物」
と評価した相手からの詐欺行為になかな
か気付かないのが良形視です。逆に「悪
人」と評価した相手が善い行いをしても、
それをなかなか認められないのも同じで
す。「うちの子に限って」と親が本当の
子どもの姿を見失っていませんか？

体制化（統合作用）
～似たものを同じものと捉える～

　同じものや似たものをまとめて捉え
てしまう心の作用を｢体制化｣といい
ます。冒頭の警察官や医師のように、
同じ職業の人は同じ事をするように
思えたり、過去と現在のことを関連
付けてしまったりする現象です。デマ
や流言を信じるのもこの心の作用で
す。

チャンピオン記録更新を目指してチャレンジしよう！！！
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幅跳び

ジャンプ

片足立ち

ろくぼくつかまり

握力

片足なわとび

数字かき

お手玉

はねつき

輪投げ

コーナー名 コーナー紹介

助走なしで前に跳ぶ距離を競います。

助走なしでジャンプをして高さを競います。

目をしっかり閉じて片足で立って時間を競います。

ろくぼくにつかまり時間を競います。

お手玉の回数を競います。

はねつきの回数を競います。

輪投げの点数を競います。

握力計を片手に持って自然な姿勢で立ち、腕を
伸ばしたまま力を入れてグリップを握ります。
同じ片足（交替なし）でなわとびをする時間を競
います（回数ではありません）。
低学年は１～１０を繰り返し、高学年は１から順に、
数字を１分間で何個書けるかを、競うゲームです。
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けん玉

記憶力

平均台

コマまわし

スリッパとばし

小丸太切り

大声出し

ドリブル

グランドダーツ

コーナー名 コーナー紹介

けん玉の回数を競います。

平均台を渡るスピードを競います。

コマまわしでコマのまわっている時間を競います。

スリッパをどこまで飛ばせるかを競います。

小丸太をのこぎりで切る時間を競います。

数秒で記憶した数字や文字をいくつ覚えている
かを競います。

コーンをジグザグにバスケットドリブルで抜け
タイムを競います。

「インディアカ」の羽根をダーツに見立てて的に
向かって投げ合計得点を競います。
紙ヒコーキを作り、10m先の的に向けて飛ばし、
的まで近さを競います。

約70ｃｍ離れた場所からマイクに向かって大声
を出します。

9月30日(土)
■ 第21回 戸塚っ子いきいきアートフェスティバル（戸塚公会堂）

区内小中高生による合唱・吹奏楽・ダンスなどの発表会（共催）
11月3日(金・祝)

■ 第41回 戸塚ふれあい区民まつりで活動アピール（東戸塚小学校）
工作教室や模擬店出店

11月26日(日) 
■ 青少年防災対応力強化研修（消防訓練センター）

中・高校生の防災対応力強化を目的に、心肺蘇生等を実習
12月10日(日) ～12月15日（金） 

■ 12/10 児童文化作品展～各地区の工作教室で作った作品を展示～
（戸塚地区センター）   

■ 12/10 ～15 戸塚区青少年指導員活動パネル展
（戸塚区総合庁舎３階区民広間）

1月13日(土) ～1月14日(日) 
■ 1/13 第22回 戸塚っ子いきいきアートフェスティバル（戸塚公会堂）

区内小中高生による合唱・吹奏楽・ダンスなどの発表会（共催）
■ 1/13 ～14 第11回 戸塚っ子いきいきアートフェスティバル作品展
（戸塚区総合庁舎３階多目的スペース）

2月17日(土) 
■ 横浜市青少年指導員大会（神奈川県立音楽堂）

3月11日(日) 
■ 神奈川県青少年指導員制度50周年記念大会（みなとみらいホール）

「盃」か「向き合った顔」か、
どちらかにしか見えない 

紙ヒコーキ
ランディング

集まれ！

さくらっこ！

集まれ！

さくらっこ！

集まれ！

さくらっこ！
戸塚区青少年指導員協議会は 検 索戸塚区青指とつか 横浜市青指の
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